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英国人医師William Willis(ウ ィ リア ム ・ウ イリス)(1837～1894)[Gulielmus Willis, Hibernus-Edinburgh

Medical Graduates(1705～1866)に よ る]は,我 が国そ して鹿児 島への西洋医学の導入 とその発展 にとって,決 して

忘れ ることの出来 ない恩 人である.

ウ ィリスは,天 保8年(1837)5月1日 北 アイルラン ド,Co.Fermanagh, Enniskillen郊 外 の農家に生 れ,Glasgow

大 学 とEdinburgh大 学 で教 養お よび専 門課程 を学 んだ.当 時のス コッ トラン ド医学 は隆盛 を極 め,麻 酔 の 開拓 者Dr.

James Syme, Dr. James Young Simpson,無 菌 手術の創始者Regius Prof. Joseph Listerな ど,著 明な医学者 が輩

出 した時代 であった.こ れ らの傑出 した医学者 を生み出 した土壌 と歴 史の中で,ウ ィリスは医師 としての心 と技術 を身

につけたのである.安 政6年(1859),今 か ら135年 前,Edinburgh大 学 在学 中書 か れ た彼 の学 位論 文"Theory of

Ulceration"(潰 瘍 形成論)の 中には,外 科 医 としてばか りで な く医学者 としての素質 を随所 にみ る こ とが 出 来 る.来

日してか らウィリスの遭遇す る事件 は余 りに も多 く,そ のいず れ も我が 国の歴 史 に残 る大事 件 で あ った.東 禅寺 事件

(文 久1,2年),生 麦 事件(文 久2年),薩 英 戦争(文 久3年),戊 辰 戦争(慶 応4年)等 が あげ られ るが,こ れ ら事件,

内 乱において西洋医学の面 目を遺憾 な く発揮 したのであった.そ の後,西 郷隆盛 らの配慮 に よって鹿児島 に8年 もの間

滞在 し,多 くの医学生 を教育 した.彼 の残 した業績 と教育は,東 京大学 医学部,慈 恵会 医科 大学お よび鹿児 島大学 医学

部の基礎 とな り,今 日へ と花開い て きたので ある.

昭 和44年,私 は,英 国大使館(Charles R.S. Manders博 士 一科学 参事 官)とBritish Councilと の 御 配慮 に よ り

Edinburgh大 学 へ留学 した.そ の折,大 学副 図書館長Mr. Finlaysonの 協 力 を得て,ウ ィ リス の学 業 に関 す る種 々の

文書 を見付け ることが 出来 たが,そ の うちのい くつかの文書(1,2,3,4,5)を まず見てみ たい.

文 書1は ウ ィリスの学籍簿で ある.一 番最後の59番 目にGulielmus Willisの 名 前が ある.文 書2は,教 科 科 目表 と

学習年度である. Anatomy, Chemistry, Theory of Medicine, Materia Medica, Surgery, Practice of Physic,

Midwifery, Botany, Clinical Medicine with Hospital attendance, Additional Hospital attendance, Pathology, 

Practical Anatomy, Medical Jurisprudence, Natural History, Clinical Surgery, Military Surgery, Practical

Chemistry, Apprenticeship等 で あ るが,現 在で も同様の教科科 目であ ることは驚 くに値す る.と くにApprenticeship

(徒 弟 見習教 育制度)に よるman to manの 教 育が重要視 されてい たことは注 目され る.文 書3は ウィリスの学習教 科

年次表,教 授名お よび大学名で ある.文 書4と5は 夫 々1次 と2次 筆記試験 の成績 である.

次 に,彼 の学位論文"Theory of Ulceration"(潰 瘍 形 成論)(1859)の 全 文 とその和 訳 をあ げ たい.論 文 の表 紙

(文 書6)に は 教授 の評価があ ったが,Asensibleessay, Very fairと い う ものであ った.「 可 もな く,不 可 もな しと

い うところで しょうか」 とMr.Finlaysonは 私 に語った.自 筆で書かれたその文章 は,エ ッセ イ調 で流麗,し か も達

筆その ものであ った(文 書7).と て も私 には読めなかったので,Edinburgh大 学 のあ るmedical secretaryの 援 助 を

いただい た.「 私 にも読め ない ところが多 々あ りま した.そ れに して も難解で した」 と大変 な仕事 だった こ とを述 べ ら

れ た.彼 女の協力 な しには本論文 の掲載 は不可能であ った.私 は これ まで,何 回か翻 訳を試みたが,名 文 と難解 のため

不完全の まま放置 して いた.本1994年 は,あ たか も,鹿 児島西洋医学 開講125年 で あ り,彼 の没後100年 と重 なる とい う

記念すべ き年 にあ たる.こ こで,ウ ィリスの論文の全文 を,医 学 医療 に携 わってお られる各位 に読 んでい ただ くことは

意義深 く,か つそ うす るこ とが私 に とっての責務の一端である ように考 えるよ うになった.ウ ィ リスの発掘 に精 力 を注

がれ た恩師故佐藤八郎先生お よび故鮫 島近二先生の御苦労に報 いるために も.ま た,記 念出版実行委員長 の本学 第二解

剖学教室村田長芳教授の心か らの御依頼 もあった.

ウ ィリスは故国 にあ てた手紙 に,「 日本は刃傷 沙汰のほかは何 もない ような国だ」 と書いて いるが,前 述 の よ うに刃

傷沙汰の多 くの事件 ・内乱 に自 ら関係 した彼 は,自 分の書いた論文 「潰瘍形成論」 を 日本 の現 実の姿 と重ね合 わせ てみ

ていたのであ ろう.我 が国 は丁度,国 と して潰瘍形成のプ ロセスの時代 にあったのである.

本 稿が ウィリスの論文の本意 を出来 るだけ正当 に伝えてお り,ま た,ウ ィリスの偉大 な功績 を顕彰する報文 となれば,

私 にとって幸甚 この上 もない ことであ る.
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文書1.学 籍簿
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文書2.教 科科目表と学習年度
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文書3.学 習教科年次表.教 授および大学名
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文書4.一 次筆記試験



ウ ィ リア ム ・ウ ィ リス の 学 位 論 文:"Theory of Ulceration"(潰 瘍 形 成 論)(1859)〔45〕

文書5.二 次筆記試験
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文書6.学 位論文の表紙
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文書7.学 位論文の1ペ ージ目


